
2017年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL30617A22）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ボリビア C108 土壌肥料 個別 新規 2年 ・2017/3 ・2018/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

農村開発・土地省

2）配属機関名（日本語）

パンパグランデ市役所

3）任地（ サンタクルス県パンパグランデ市 ） JICA事務所の所在地（ ラパス県ラパス市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+車 で 約 7.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

パンパグランデ市は人口約8,000人の農村で、同市の約9割の世帯は農業従事者である。同市で生産される農作物は国内
では有名で、同市も年に一度スイカ祭りを開催するなど、同市の農産品売り込みを積極的に実施している。同市は地方
の農村のため、同市役役所の規模も小さく、農業・環境関連の職員は2名しかいないが、農村開発・土地省の出向者や農
業関連のNGO等とも同市は連携を図っており、同市の農業従事者への巡回指導等が実施されている。同市役所の年間予
算は約154万米ドル。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同地域の大半の農業従事者は、農薬に対する基礎知識不足により、農作物に対し必要以上の肥料の使用や農薬散布が恒
常的に行われている。
2016年年始まで同市役所には病虫害対策ボランティアが活動しており、農薬適正使用量に関するアドバイスを行ってい
たが、同地域における減農薬・減化学肥料という課題は現在も継続している。
これらの実状に対し同市役所は減化学肥料栽培、コンポストの導入・適正使用の普及という目標を掲げており、ボラン
ティアには農家への土壌管理指導、適切な肥料使用・土壌分析に関する助言が求められ今回の要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

カウンターパートと地域の農家を巡回し以下の活動を行う。
1. 土壌改良の実施と指導
2. 堆肥作成指導及び肥料管理指導
3. コンポストの普及活動
4. 土壌診断の実施

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

市役所内執務室、事務机、パソコン、GPS(GARMIN) 1

4）配属先同僚及び活動対象者

・カウンターパート2名
農業担当(主) : 男性、20代(勤続年数2年)
環境担当(副) : 男性、30代(勤続年数1年)

5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（高等専門学校卒）農学　備考：活動上必要な基
礎知識のため

[経験]：（実務経験）5年以上　備考：農家への指導が必
要なため

[参考情報]：

　・農薬の使用に関する知識と経験

任地での乗物利用の必要性

単車(小型自動二輪免許が必要)

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（10～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可　　無線）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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